































































この年法眼となり、昇殿を許されている。実際の診察は配剤録』による 、家を継ぐ以前の天正三年から織田信長家臣の武士階級や天皇家 対して行っていたことがわ る。そ 後天正十四年に法印の称号を与えられ、 「延命院」の号を賜っ いる。こ 年 では主に正親町天皇、誠仁親王、和仁親王
（後の後陽成天皇）
という天皇
家三代を診察していることから、天皇家 侍医 一人として名を馳せはじめていたことが知られる。また天皇家の侍医には、 「外医」と呼ばれる外科医集団と、玄朔のような内科・産婦人科・小児科・皮膚科・精神神経 を兼ねた総合医的な医家 なる集団があり、後者の方の診療が主流で、多くの医家が脈診して意見を述べるだけでなく、天皇家側近の公家衆との合意が形成されて初めて、適切と考えられる治療がなされる態勢になっていた も指摘できた。　
天正年間には、 『配剤録』によると天皇家以外は僅かに平野道是父























た天皇を平復に持ち込んだ大きな功績 評価され、白銀千枚を賜り、また右述のように「延命院」から「延寿院」に称号を変えること 許され、婿養子曲直瀬正琳が法印に叙され、 「養安院」 称号を与えられるという、曲直瀬一門の栄進が獲得されている。　
秀吉の死後に起こった関ヶ原合戦時は、開戦以前は東西両陣営の武
士や商人を診察していたが、関ヶ原以後は勝者側・東軍の武士やその妻子が多くなるという状況に切り替わる。旧来からの繋がりで、豊臣家にも医家として奉公してい が、徳川家への接近も着実に され慶長七年、京都町奉行加藤・板倉と片桐の連署 る知行宛行状で、市原野百石、松ヶ崎百一石余を含む五百石 地 京都に与えられる。しかし徳川政権との接触が深くなるにつれ、京都 ほか 駿府や江戸での勤番も増え、後述 ように慶長十二年駿府に宅地 、翌十三年江戸に邸宅を賜り、江戸・駿府交代勤番 命じられる 至る。　
こうして徳川家やその家臣との接触が主流になった玄朔であったが、























年に 都の書肆水田甚左衛門がこれを上下に分冊して出版したので、乾巻のみはこ 版本をもって校訂した、という近藤圭造の明治 十五（一九〇二）
年の注記がある。これらの後書から考えて、 『医学天正記』














医学を学ぶもの・医学に関心のあるものを対象に、分類も一新して編纂された医 書であったということができよう。さら 『医学天正記』に「天正」の年号が用いられている理由は、 『配剤録』の出発点が天正年間であり、しか 天皇家の侍医 なり、天皇家に対するさまざまな治療で著効があって有名になった、という曲直瀬家の経歴を重視したかったからであろう。　
次に『医学天正記』の目次に準拠しつつ、病名とそこに記載されて
いる総患者数を表にしてみると、玄朔が診察し 天正から慶長・元和にかけてという時代にどのような病が多かった かが見え く と思う。そこで後掲の表から総患者数の多い病名をあげてみる 、乾上では傷寒三十三、瘧疾三十二、腫脹二十三、感冒十七、痢疾十四 順となる。乾下では産後十五、癇疾十一、虚労十一、妊娠十となり、他病名の患者数は十人以下である。　
また坤巻で最も多いのは脹満四十二、泻痢三十七、小児三十四、傷
寒二十九、感冒二十九、痛痹痿症二十五、眩暈二十三、産後二十二、妊娠二十一、虚労二十、熱病 九、諸瘡 八……と る。　
先述のように『医学天正記』の乾巻 慶長十二年に編纂されたが、








登場した人の姓と、新しい三名の人名が記されている。坤巻の人名は「伏見殿」 「飛鳥井少将」 「大典侍殿」 「清水寺規首座」の四名にすぎず、二十五症例には人名がない。乾巻にあった武士の姓名はすべて消えていることがわかる。　
このように『医学天正記』の乾巻 『配剤録』の人名がかなり忠































































































































































ある。慶長三年九月一日、天皇が俄 眩暈 症状を呈し、 ったん持ち直したが、十五日から竹田定加が、二十六日より祥寿院瑞久が、十月二日より盛方院淨慶が治療したが、十一日 天皇は「絶入」 そこで呼ばれた玄朔が治療に当たり、灸治を望んだが、 「旧記」に灸はないの 「不可」との廷臣の判断であった。ところがこのころ中院也足軒が旧記の中に灸を見出し奏上したところ、 「今後灸治あるべし」との勅意 あり、灸と内服薬で二旬にして完治 ている。 家 侍医集団と廷臣との診療をめぐって 討論と模索のさまが知られる。　
後陽成天皇は慶長十一年後水尾天皇に譲位する。 かしその後も









































































































































稿で述べたように秀吉が採用していた番医制が右の天正十二年ごろから機能し始め からであろう。この秀吉の の成立については後に詳しく検討するが 秀吉自身、番医に編成されている医家たちに、交互 診察させていた め、諸医家の家の記録には特別の場合を除き、ほとんど書き残 れなかったのであろう。　
豊臣政権特に秀吉の番医制について注目されるのは、秀吉は自らの











































































































































































で秀頼の後見役を務める淀殿の政治上の参考書として書かせたものと推測 きる。淀殿の関ヶ原以後の気鬱は、徳川家に対抗しつつ一 に秀頼の後見役を務めることによ 心労 ため 「気鬱」の症状が繰り返し現れたと考えられる。　
『配剤録』と『医学天正記』の淀殿関連の記述を比較してみると、
症状については異なるところはないが、投薬につ ては『医学天正記』の坤の記載のほうが詳しく、新しい薬が付加され おり、この点からも『医学天正記』 医学を志す読者に対する医学書で、 『配剤録』と『医学天正記』の乾巻編纂以後に 玄朔一門 って再編成れた書であったことが確かめられる。　［徳川家］　徳川家康が玄朔一門の診察を受けた記録はない。しかし家康は曲直








































































































































































母など大名家内部の人々の診察 増大していることを述べた。この年、玄朔の診察対象が大幅に増大したことは、玄朔が主 して徳川家の番医の中心に身を置く生活に変化した めであろう。　
このように徳川家との関係は慶長十一年以後深くなったが、玄朔の
診察に見られる特徴は、関ヶ原以後 徳川家の人々だけでなく 後陽成天皇や公家、大坂城の淀殿のほか、もと豊臣 家臣であった多くの武士を した点にあった。時勢の変化に翻弄された多くの武士ちに、治療の門戸を開いていた点 注目されてよい。　
しかし德川の世が確立するにつれ、玄朔も慶長十二年ごろから駿府




































































































































を嗣子に立てる。宗伯は本姓三雲といい、幼時に父を亡く ため、秀吉の重用する医師一鴎宗虎に養育されて医学を学ん いた人である。全宗の養嗣子となっ 以後、秀吉 侍医をつとめ 法眼 叙され、全宗の没
（慶長元年説と四年説あり）
後法印に叙され、施薬院使にも任じら





























































（（）	 「前田利為氏所蔵羽柴秀吉消息」 、 『兼見卿記』 （前掲） など。
（
（（）	 『多聞院日記』三 （角川書店、一九六七年） 。
（






（（）	 『貝塚御座所日記』 （ 掲） 。
（
（（）	 「厳島野坂文書」 （ 広島県史古代中世資料編』二所収、広島県一九八七年） 。
（
（（）	 『言経卿記』 （ 『大日本古記録』岩波書店、一九六七年） 。
（
（（）	 『鹿苑目録』二、三 （太洋社、一九三五年） など。
（
（（）	 『新訂本光国師日記』一 （続群書類従完成会、一九六六年） など。
（
（0）	 『慶長日件録』 （ 『史料纂集』 、続群書類従完成会、一九八一年） など。
（
（（）	 『お湯殿の上の日記』 （ 『続群書類従』補遺三、続群 類従完成会、一九三四年） 、 『当代記』 （前掲） など。
（
（（）	 『当代記』 （前掲） 。
（
（（）	 『慶長日件録』一 （ 史料纂集 完成会、一九八 年）
（






（（）	 『島津家覚書』 （東京大学史料編纂所に写本） 。
（















（（）	 『兼見卿記』 （前掲） 。
（
（（）	 『寛永諸家系図伝』六 ） 。
（
（（）	 『寛永諸家系図伝 六 （前掲） 。
（







































（ Ａ 徳安内（妻）など （
中寒
六
（ Ａ 山田忠兵衛など （
中暑
七
（ Ａ 是庵など （
中湿
八
（ Ａ 深谷又右衛門など （
瘧疾
九
（（ Ａ 陽光院など （（
霍乱
十
（ Ａ 陽光院など （
泄泻
十一
（ Ａ 毛利右馬頭など （
痢疾
十二




（ Ａ 小笠原信濃守など （
痰飲
十四
（ Ａ 妻木雅楽頭など （
咳嗽
十五




（ Ａ 関白秀次など （
嘔吐
十七
（ Ａ 今上皇帝など （
翻胃
十八
（ Ａ 河辺新丞など （
気
十九
（ Ａ 吉田左兵衛内（妻）など （
欝
二十








（ Ａ 女猿槃 （
乾下 癇疾
二十三




（ Ａ 二見大夫母など （
脚気
二十五




（ Ａ 民部卿法印など （
眩暈
二十七




（ Ａ 照高院准后など （
心痛
二十九
（ Ａ 大友一法師など （
虫痛
三十
（ Ａ 則庵など （
腹痛
三十一
（ Ａ 藤堂少兵衛 （
腰痛
三十二
（ Ａ 持明院中納言 （
虚労
三十三
（（ Ａ 花房帯刀など （（
潮熱
三十四
（ Ａ 織田民部少輔など （
消渇
三十五




（ Ａ 岡山中納言秀秋など （
淋閉
三十七
（ Ａ 鍋島信濃守など （
秘結
三十八









（ Ａ 会津宰相氏郷など （
吐血
四十一
（ Ａ 山岡孫太郎など （
耳病
四十二
（ Ａ 松平三河守など （
咽喉
四十三
（ Ａ 祝丹波守 （
癰疸
四十四
（ Ａ コナ部など （
肺癰
四十五
（ Ａ 玄朔など （
乳癰
四十六
（ Ａ 大森宗巴母 （
疔瘡
四十七





（ Ａ 大文字屋宗悟（怡） （
便毒
四十九
（ Ａ 岡半兵衛 （
諸毒
五十




（ Ａ 堀伊賀守 （
婦人雑病
五十二
（ Ａ 乗昌内（妻） （
月経
五十三
（ Ａ 小倉作左衛門（壮婦） （
崩漏
五十四
（ Ａ 元鑑母など （
帯下
五十五
（ Ａ 花房助兵衛内（妻）など （
妊娠
五十六








（ Ａ 道 三才児など （
痘疹
五十九
（ Ａ 若宮様など （



















霍乱 （ Ｃ 御国様 1
Ｄ 5
食傷 （ Ｃ 大樹など 3
Ｄ 4
泻痢 （（ Ｃ 大坂姫君様など 15
Ｄ 22




気門 （ Ｃ 近衛殿など 4
Ｄ 4
痰 （ Ｃ 山名禅高など 2
Ｄ 1




喘急 （ Ｃ 有馬中書妹など 3
Ｄ 3
虚労 （0 Ｃ 前本満寺など 7
Ｄ 13
眩暈 （（ Ｃ 藤堂和泉守内（妻）など 6
Ｄ 17
頭痛 （ Ｃ 伏見殿御所様など 3
Ｄ 2
心痛 （（ Ｃ 加藤肥後守など 7
Ｄ 8






諸瘡 （（ Ｃ 今上皇帝など 8
Ｄ 10




産後 （（ Ｃ 悦可息女など 4
Ｄ 18
姙娠 （（ Ｃ 佐竹殿息女など 2
Ｄ 19
小児 （（ Ｃ 御国様など 16
Ｄ 18
腰痛 （ Ｃ 持明院中納言 1
Ｄ 2








（ Ｃ 女院御所様 1
Ｄ 5
息賁 （ Ｃ 右府秀頼公 1
消渴 （ Ｃ 岡山中納言など 5
Ｄ 4




疸 （ Ｃ 岡山中納言秀秋など 4
Ｄ 4




耳病 （ Ｃ 三河守など 2
Ｄ 2
口唇 （ Ｃ 新庄越前守など 2
Ｄ 1
咽喉 （ Ｃ 祝丹波守など 3
Ｄ 4
眼目 （ Ｃ 若君様 1




下血 （ Ｃ 妙法院
Ｄ 3
嘔吐 （ Ｃ 今上皇帝など 4
Ｄ 3






（0 Ｃ 大坂御局など 5
Ｄ 5
淋病 （（ Ｃ 生駒下野守など 7
Ｄ 9
50
